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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線回線及びネットワークを介して接続された携帯端末装置及びビデオサーバーで構成
されるビデオサービスシステムであって、
　撮影手段と、
　前記撮影手段による撮影開始から、前記無線回線の撮影されたデータを伝達するデータ
用無線ベアラーを確立して前記撮影手段によって撮影されたデータの送信を開始するまで
の間の該データの記録を保障するためのバッファーとを備えた携帯端末装置と、
　前記無線回線の制御信号を伝達する制御用無線ベアラー及び前記データ用無線ベアラー
の確立及び開放を制御する制御部と、
　画質の品質サービスのレベルと、該サービスレベルに必要とされるデータ用無線ベアラ
ーの速度又は／及び本数とを対応づけた情報を記憶する記憶部とを備え、
　前記携帯端末装置の撮影手段で撮影されたデータを記録するビデオサーバーとで構成さ
れ、
　該ビデオサーバーは、前記制御部により前記携帯端末装置を操作する加入者の要求する
サービスレベルに対応して前記無線回線のデータ用無線ベアラーの速度又は／及び本数を
制御し、前記記憶部に記憶された情報に基づき、前記加入者からの要求に対して該当する
データ用無線ベアラーの速度又は／及び本数検索し、検索したデータ用無線ベアラーを前
記携帯端末装置との間に確立させ、
　前記加入者が前記携帯端末装置を介して行う前記撮影手段の録画開始・一時停止・再開
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の操作を、制御用無線ベアラーから伝達される制御信号により判断し、前記操作に合わせ
て前記携帯端末装置とのデータ用無線ベアラーを開放し又は再確立することを特徴とする
ビデオサービスシステム。
【請求項２】
　撮影手段を備えた携帯端末装置と無線回線及びネットワークを介して接続され、前記携
帯端末装置の撮影手段で撮影されたデータを記録するビデオサーバーであって、
　前記無線回線の制御信号を伝達する制御用無線ベアラー及び撮影されたデータを伝達す
るデータ用無線ベアラーの確立及び開放を制御する制御部と、
　画質の品質サービスのレベルと、該サービスレベルに必要とされるデータ用無線ベアラ
ーの速度又は／及び本数とを対応づけた情報を記憶する記憶部とを備え、
　前記制御部は、前記携帯端末装置を操作する加入者の要求するサービスレベルに対応し
て前記無線回線のデータ用無線ベアラーの速度又は／及び本数を制御し、前記記憶部に記
憶された情報に基づき、前記加入者からの要求に対して該当するデータ用無線ベアラーの
速度又は／及び本数検索し、検索したデータ用無線ベアラーを前記携帯端末装置との間に
確立させ、
　前記加入者が前記携帯端末装置を介して行う前記撮影手段の録画開始・一時停止・再開
の操作を、制御用無線ベアラーから伝達される制御信号により判断し、前記操作に合わせ
て前記携帯端末装置とのデータ用無線ベアラーを開放し又は再確立することを特徴とする
ビデオサーバー。
【請求項３】
　画像データに対してズーム処理を行うズーム処理部をさらに備え、
　前記制御部は、前記加入者から前記携帯端末装置の撮影手段のズーム要求を検出し、
　前記ズーム処理部は、該携帯端末装置から送信された画像データをデジタル処理により
ズーム加工することを特徴とする請求項２に記載のビデオサーバー。
【請求項４】
　前記制御部は、予め前記携帯端末装置からの画像データを受信して記録する時間帯を記
憶し、該記憶した時間帯に、必要な前記無線回線のリソースを確保することを特徴とする
請求項２又は３に記載のビデオサーバー。
【請求項５】
　前記制御部は、予め着信させたい相手側の携帯端末装置を記録し、前記携帯端末装置で
撮影されたリアルタイムの画像を相手側の携帯端末装置にも受信させることを特徴とする
請求項２、３又は４に記載のビデオサーバー。
【請求項６】
　前記携帯端末装置で撮影されたリアルタイムの画像データを記録する主記憶装置と、
　前記携帯端末装置による撮影開始から、前記無線回線のデータ用無線ベアラーを確立し
て前記撮影手段によって撮影されたデータの送信を開始するまでの間に撮影された画像デ
ータを記録する副記憶装置と
をさらに備え、
　前記制御部は、前記携帯端末装置による撮影の終了後、前記副記憶装置に記録された画
像のバッファデータを前記主記憶装置にマージすることにより、前記携帯端末装置による
撮影の開始から前記無線回線のデータ用無線ベアラーの確立までの間、又は／及び前記無
線回線の無線品質劣化により画像劣化した際の記録データを補完することを特徴とする請
求項２乃至５のいずれかに記載のビデオサーバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビデオサービスシステムに関し、特に、Ｗ－ＣＤＭＡ方式のカメラ付き携帯
電話機を使用し、外部サーバーから無線ベアラーを制御するビデオサービスシステムに関
する。
【背景技術】
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【０００２】
　動画像を記録して保存する方法として、テープやＤＶＤ等の媒体を実装したビデオカメ
ラ等で記録する方法が一般的である。また、近年ではビデオカメラよりも携行性に優れた
携帯電話機端末に具備されたカメラで撮影し、携帯電話機端末内のメモリに記録する方法
も多く用いられている。さらに、ＩＭＴ－２０００等の第３世代携帯電話システムでは動
画通信（ビデオ電話）が可能となった。
【０００３】
　携帯電話機端末で撮影し携帯電話機端末内に実装したメモリに撮影した動画データを記
録する場合、記録する動画データの時間は、メモリの容量によって制限さるため、長時間
の撮影には向かない。一方、ＩＭＴ－２０００等の第３世代携帯電話システムで普及して
いる動画通信（ビデオ電話）は、通話の相手とのリアルタイムな通信はできるが、一般的
には記録ができない。それに代わる方式として、携帯電話機網を介して携帯電話機網に接
続されたサーバーに携帯電話機端末で撮影した動画データを伝送し、サーバーに記録する
ことが考えられる。
【０００４】
　携帯電話機網を介してデータを伝送する場合には、通信ネットワークは、アクセスベア
ラを使用してアプリケーションデータを伝送する。また、携帯電話機端末と基地局との間
は、無線ベアラによる無線通信を行ってデータを伝送する。しかし、無線ベアラを用いた
無線通信を行うため、データの伝送効率は無線ベアラの回線品質に依存する。すなわち、
回線品質が悪くなるとデータの誤りが発生し、データの伝送効率が悪化する。
【０００５】
　そこで、特許文献１には、アクセスベアラを使用し、アクセスネットワークを介してア
プリケーションサーバの情報にアクセスするのに適した携帯電話機等の端末を備え、アク
セスベアラ能力をアプリケーションに伝達し、特アクセスベアラ能力をアプリケーション
に伝達し、特定のアクセスに使用されるベアラ能力に応じて情報量を調整する移動体通信
システムが記載されている。
【０００６】
　また、特許文献２に記載の画像転送記録システムは、携帯通信端末の画像バッファに一
次保管されているデータ量を計測する手段によって、撮影動作時と撮影表示動作時のデー
タ転送の開始や、サーバーとの接続を切断する制御や、サーバーへ転送する画像データの
圧縮率やフレームレートの制御手段を備え、大容量の画像データを記憶する機能を備えな
がらも、携帯通信端末には画像保存用の記録素子の搭載を不要とし、携帯通信端末の利便
性を維持しつつ小型化、低コスト化を図っている。
【０００７】
【特許文献１】特表２００４－５０３０３５号公報
【特許文献２】特開２００４－１１２４４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、上記従来の技術は、あくまでもベアラ能力に応じてアプリケーションのデータ
量を調整している。そのため、無線ベアラの種類が無線環境に応じて変化する移動体通信
システムにおいては、無線環境が劣化した場合、転送できるアプリケーションのデータ量
が制限され、画像品質が劣化するという問題があった。
【０００９】
　また、携帯端末装置の利用者がカメラで撮影し始めてから、携帯端末装置と基地局との
間の無線ベアラの確立を開始すると、無線ベアラを確立して画像データを転送できる状態
になるまでの間に撮影した画像データを転送することができず、画像データの一部を失っ
てしまうという問題があった。
【００１０】
　さらに、ＩＭＴ－２０００等の第３世代携帯電話システムで普及している動画通信（ビ
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デオ電話）に使われているベアラは、回線交換網を用いて常に高品質の無線ベアラを確立
しており、動画を撮影していない時間もその無線ベアラを確立しているため、無線資源を
有効に活用しているとは言えず、また、動画通信（ビデオ電話）を利用可能な携帯端末装
置同士のリアルタイムな通信による視聴のみ可能で、記録する手段が存在しないという問
題があった。
【００１１】
　そこで、本発明は、上記従来の移動体通信システム等における問題点に鑑みてなされた
ものであって、普及率の高いカメラ付き携帯端末装置を所持していれば、長時間撮影した
動画データを、移動体通信ネットワークを介してビデオサーバーへ記録し、いつでも視聴
できるシステムを提供するものである。
【００１２】
　また、本発明は、上記システムを実現するためのデータ伝送の仕組みとして、画像品質
を劣化させることなく、一定の品質でビデオサーバーに画像データを転送するためのアプ
リケーションの情報量に応じて無線ベアラ能力を制御するシステムを提供する。
【００１３】
　無線環境が安定している時は、撮影している動画データの情報量に応じた必要最小限の
能力を備えたベアラを確立する。撮影中に無線環境が劣化した場合には、その期間に転送
できなかった動画データを破棄することなくビデオサーバーに転送するには、携帯端末装
置内にその間の動画データを蓄積し、無線環境が改善された後に高い転送能力を有する無
線ベアラを用いてビデオサーバーに動画データを転送することで、携帯端末装置内での動
画データの滞留を防ぐことが可能となる。
【００１４】
　この無線ベアラが確立されるまでの間に撮影された撮影開始直後の動画データも、上記
と同様に、無線ベアラ確立後に、一時的に、高い転送能力を備えた無線ベアラを使って動
画データをビデオサーバーに転送することで、動画データの消失を防止することができる
。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するため、本発明は、ビデオサービスシステムであって、無線回線及び
ネットワークを介して接続された携帯端末装置及びビデオサーバーで構成されるビデオサ
ービスシステムであって、撮影手段と、前記撮影手段による撮影開始から、前記無線回線
の撮影されたデータを伝達するデータ用無線ベアラーを確立して前記撮影手段によって撮
影されたデータの送信を開始するまでの間の該データの記録を保障するためのバッファー
とを備えた携帯端末装置と、前記無線回線の制御信号を伝達する制御用無線ベアラー及び
前記データ用無線ベアラーの確立及び開放を制御する制御部と、画質の品質サービスのレ
ベルと、該サービスレベルに必要とされるデータ用無線ベアラーの速度又は／及び本数と
を対応づけた情報を記憶する記憶部とを備え、前記携帯端末装置の撮影手段で撮影された
データを記録するビデオサーバーとで構成され、該ビデオサーバーは、前記制御部により
前記携帯端末装置を操作する加入者の要求するサービスレベルに対応して前記無線回線の
データ用無線ベアラーの速度又は／及び本数を制御し、前記記憶部に記憶された情報に基
づき、前記加入者からの要求に対して該当するデータ用無線ベアラーの速度又は／及び本
数検索し、検索したデータ用無線ベアラーを前記携帯端末装置との間に確立させ、前記加
入者が前記携帯端末装置を介して行う前記撮影手段の録画開始・一時停止・再開の操作を
、制御用無線ベアラーから伝達される制御信号により判断し、前記操作に合わせて前記携
帯端末装置とのデータ用無線ベアラーを開放し又は再確立することを特徴とする。
【００１６】
　そして、本発明によれば、無線回線の無線環境が安定している時は、撮影している動画
データの情報量に応じた必要最小限の能力を備えたデータ用無線ベアラーを確立し、撮影
中に無線環境が劣化した場合には、その期間に転送できなかった動画データを破棄するこ
となくビデオサーバーに転送するには、携帯端末装置内にその間の動画データを蓄積し、
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無線環境が改善された後に高い転送能力を有するデータ用無線ベアラーを用いてビデオサ
ーバーに動画データを転送することにより、携帯端末装置内での動画データの滞留を防止
することなどが可能となる。これによって、カメラ付き携帯端末装置を所持していれば、
長時間撮影した動画データを、移動体通信ネットワーク等を介してビデオサーバーへ記録
し、いつでも視聴することができる。
【００１７】
　また、この際、ビデオサーバーから既存の携帯通信ネットワークを制御することができ
るため、基本的なインターフェースの改造のみで本発明で提案するサービスを実現するこ
とができ、既存の携帯通信ネットワーク設備を極力有効活用することで、改造を最小限に
抑えることが可能となる。
　さらに、ビデオサーバーの制御部により、加入者が携帯端末装置を介して行う撮影手段
の録画開始・一時停止・再開の操作を、制御用無線ベアラーから伝達される制御信号によ
り判断し、この操作に合わせて携帯端末装置とのデータ用無線ベアラーを開放し又は再確
立することができ、これによって、無線回線のリソースの有効利用を図ることができる。
【００１８】
　また、本発明は、撮影手段を備えた携帯端末装置と無線回線及びネットワークを介して
接続され、前記携帯端末装置の撮影手段で撮影されたデータを記録するビデオサーバーで
あって、前記無線回線の制御信号を伝達する制御用無線ベアラー及び撮影されたデータを
伝達するデータ用無線ベアラーの確立及び開放を制御する制御部と、画質の品質サービス
のレベルと、該サービスレベルに必要とされるデータ用無線ベアラーの速度又は／及び本
数とを対応づけた情報を記憶する記憶部とを備え、前記制御部は、前記携帯端末装置を操
作する加入者の要求するサービスレベルに対応して前記無線回線のデータ用無線ベアラー
の速度又は／及び本数を制御し、前記記憶部に記憶された情報に基づき、前記加入者から
の要求に対して該当するデータ用無線ベアラーの速度又は／及び本数検索し、検索したデ
ータ用無線ベアラーを前記携帯端末装置との間に確立させ、前記加入者が前記携帯端末装
置を介して行う前記撮影手段の録画開始・一時停止・再開の操作を、制御用無線ベアラー
から伝達される制御信号により判断し、前記操作に合わせて前記携帯端末装置とのデータ
用無線ベアラーを開放し又は再確立することを特徴とする。このビデオサーバーを用いる
ことにより、上述のように、カメラ付き携帯端末装置等で撮影されたを動画データを、移
動体通信ネットワーク等を介して記録し、いつでも視聴することが可能となる。
　また、加入者が携帯端末装置を介して行う撮影手段の録画開始・一時停止・再開の操作
を、制御用無線ベアラーから伝達される制御信号により判断し、この操作に合わせて携帯
端末装置とのデータ用無線ベアラーを開放し又は再確立することができ、これによって、
無線回線のリソースの有効利用を図ることができる。
【００２１】
　さらに、前記ビデオサーバーにおいて、画像データに対してズーム処理を行うズーム処
理部をさらに備え、前記制御部は、前記加入者から前記携帯端末装置の撮影手段のズーム
要求を検出し、前記ズーム処理部は、該携帯端末装置から送信された画像データをデジタ
ル処理によりズーム加工することができる。これによって、携帯端末装置でのレンズ駆動
を行わずに、ビデオサーバー側でズーム画像を作り出すことができるため、携帯端末装置
の消費電力を抑えることができる。
【００２２】
　また、前記ビデオサーバーにおいて、前記制御部は、予め前記携帯端末装置からの画像
データを受信して記録する時間帯を記憶し、該記憶した時間帯に、必要な前記無線回線の
リソースを確保することができる。これによって、加入者にとってより便利なビデオサー
ビスシステムを提供することができる。
【００２３】
　さらに、前記ビデオサーバーにおいて、前記制御部は、予め着信させたい相手側の携帯
端末装置を記録し、前記携帯端末装置で撮影されたリアルタイムの画像を相手側の携帯端
末装置にも受信させることができる。
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【００２４】
　また、前記ビデオサーバーにおいて、前記携帯端末装置で撮影されたリアルタイムの画
像データを記録する主記憶装置と、前記携帯端末装置による撮影開始から、前記無線回線
のデータ用無線ベアラーを確立して前記撮影手段によって撮影されたデータの送信を開始
するまでの間に撮影された画像データを記録する副記憶装置とをさらに備え、前記制御部
は、前記携帯端末装置による撮影の終了後、前記副記憶装置に記録された画像のバッファ
データを前記主記憶装置にマージすることにより、前記携帯端末装置による撮影の開始か
ら前記無線回線のデータ用無線ベアラーの確立までの間、又は／及び前記無線回線の無線
品質劣化により画像劣化した際の記録データを補完することができる。
【発明の効果】
【００２９】
　以上のように、本発明によれば、無線環境が劣化した場合でも、携帯端末装置内での動
画データの滞留を防止することなどが可能となり、長時間撮影した動画データを移動体通
信ネットワーク等を介してビデオサーバーへ記録し、いつでも視聴することが可能となる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　次に、発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら詳細に説明する
。
【００３１】
　図１は、本発明にかかるビデオサービスシステムの第１の実施の形態を示し、このシス
テムは、携帯電話機１０と、無線基地局（以下、「Ｎｏｄｅ－Ｂ」という）２０と、無線
基地局制御装置（以下、「ＲＮＣ」という）３０と、ＲＡＮ制御装置４０と、加入者情報
登録装置（以下、「ＨＬＲ」という）５０と、ＩＰアドレス解決装置（以下、「ＤＮＳ」
という）６０と、Ｗ－ＣＤＭＡ網のインターネット接続ゲートウェイ（以下、「ＧＧＳＮ
」）７０と、制御用ビデオサーバー（以下、「ＶＳ－Ｃ」という）８０と、画像記録用ビ
デオサーバー（以下、「ＶＳ－Ｒ」という）９０と、インターネット網１００と、パーソ
ナルコンピュータ（以下、「ＰＣ」という）４００とで構成される。ＶＳ－Ｃ８０と、Ｒ
ＡＮ制御装置４０との間には、音声、画像等のデータ送信を行う無線ベアラー（Radio Ac
cessベアラー：以下、「ＲＡＢ」という）の確立及び開放を制御するための専用制御線が
接続されている。
【００３２】
　ここで、Ｎｏｄｅ－Ｂ２０と、ＲＮＣ３０とを総称して、Radio Access Network（以下
、「ＲＡＮ」という）２００と呼び、ＲＡＮ制御装置４０と、ＨＬＲ５０と、ＤＮＳ６０
と、ＧＧＳＮ７０とを総称して、Core Network（以下「ＣＮ」という）３００と呼ぶ。
【００３３】
　携帯電話機１０は、カメラ付きＷ－ＣＤＭＡ端末であり、Ｗ－ＣＤＭＡ網であるＲＡＮ
２００と無線で接続され、ＣＮ３００を経由して、ＷＥＢ接続やテレビ電話等のサービス
を受ける機能を有する。
【００３４】
　携帯電話機１０は、図２に示すように、映像を撮影するカメラ１０１と、音声を録音す
るためのマイク１０２と、ズーム機能ＯＦＦ時の通常画素での画像処理を行う画像処理部
（通常画素）１０３と、ズーム機能ＯＮ時の４倍画素での画像処理を行う画像処理部（４
倍画素）１０４と、ズーム処理中に画面表示部１０６に撮影可能範囲を表示する撮影範囲
枠表示制御部１０５と、撮影中のリアルタイム画像を表示する画面表示部１０６と、撮影
開始時や、無線品質劣化時等、無線送信不可能な状態の時に、一時的に音声及び画像を蓄
えるためのバッファ１０７と、ＲＡＮ２００及びＣＮ３００とＲＡＢを確立するための無
線処理部１０８と、撮影開始・停止等、加入者が操作を行う操作部１０９と、ＲＡＮ２０
０及びＣＮ２００からの下り方向の無線品質を監視するための無線品質監視部１１０と、
バッファ動作を制御するためのバッファ制御部１１１と、ズーム機能を制御するためのズ
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ーム制御部１１２と、通常の画像処理とズーム時の画像処理を切替えるためのスイッチ（
ＳＷ１）１１３と、画像及び音声をバッファに蓄積するか、ＲＡＮ２００及びＣＮ３００
へ送信するかを切替えるスイッチ１１４（ＳＷ２）、１１５（ＳＷ３）と、要求されたサ
ービスレベルにより、選択されたＲＡＢに対応して、画像及び音声データの伝送速度変換
や、パケット変換等の最適化を行うデータ変換部１１６、１１７とで構成される。
【００３５】
　これらの構成により、ＲＡＮ２００とＣＮ３００との間に制御用、音声用、画像用、バ
ッファ（音声及び画像）用の各々独立した無線ＲＡＢ＃１～＃５を確立・開放し、ＶＳ－
Ｃ８０へ制御用ＲＡＢ＃１’を介して操作信号を送信するとともに、ＶＳ－Ｃ８０からの
制御信号により、その他の記録データ用のＲＡＢを確立及び開放しながら記録用画像及び
音声を送信する機能を有する。また、ＶＳ－Ｃ８０と制御用信号により連携することで、
録画動作中のバッファの使用、及び疑似ズーム制御を行うことにより、円滑なビデオ録画
を行う機能を有する。
【００３６】
　Ｎｏｄｅ－Ｂ２０は、ＲＮＣ３０経由で受信するＶＳ－Ｃ８０からの制御に従い、携帯
電話機１０との間に適時ＲＡＢを確立及び開放する機能を有する。ＲＮＣ３０は、ＣＮ２
００経由のＶＳ－Ｃ８０からの制御に従い、Ｎｏｄｅ－Ｂ２０を制御する機能を有する。
【００３７】
　Ｎｏｄｅ－Ｂ２０とＲＮＣ３０とを総称したＲＡＮ２００は、図３に示すように、音声
ＲＡＢ用、画像ＲＡＢ用、バッファ（画像）ＲＡＢ用、バッファ（音声）ＲＡＢ用の各々
の制御用信号と、ＣＮ３００とのインターフェイス部分である音声ＲＡＢ制御用信号入出
力部２０１と、画像ＲＡＢ制御用信号入出力部２０２と、バッファ（画像）ＲＡＢ制御用
信号入出力部２０３と、バッファ（音声）ＲＡＢ制御用信号入出力部２０４と、携帯電話
機１０とＶＳ－Ｃ８０の操作・制御情報を伝達するためのインターフェイス部分である操
作制御信号入出力部２０５と、音声信号、画像信号、バッファ（画像）信号、バッファ（
音声）信号のインターフェイス部分であるバッファ（画像）信号入出力部２０６と、バッ
ファ（音声）信号入出力部２０７と、音声信号入出力部２０８と、画像信号入出力部２０
９と、各ＲＡＢの制御用信号（２０１～２０４）を処理し、無線区間のＲＡＢ確立及び開
放を制御する無線処理制御部２１０と、携帯電話機１０との間の無線区間に各ＲＡＢ＃１
～＃５を確立・開放動作する無線処理部２１１とで構成される。
【００３８】
　これらの構成により、ＣＮ３００経由で伝達されるＣＳ－Ｖ８０からの制御情報に従い
、携帯電話機１０との間に制御用、音声用、画像用、バッファ用（音声用及び画像用）の
各々独立した無線ＲＡＢ＃１～＃５を確立・開放し、無線リソースを有効活用しながら、
携帯電話機１０とＶＳ－Ｃ８０との円滑な情報伝達の中継を行う。
【００３９】
　ＲＡＮ制御装置４０は、図４に示すように、音声ＲＡＢ、画像ＲＡＢ、バッファ（画像
）ＲＡＢ、バッファ（音声）ＲＡＢの制御信号のＲＡＮ２００とのインターフェイス部分
である音声ＲＡＢ制御用信号入出力部４０１と、画像ＲＡＢ制御用信号入出力部４０２と
、バッファ（画像）ＲＡＢ制御用信号入出力部４０３と、バッファ（音声）ＲＡＢ制御用
信号入出力部４０４と、携帯電話機１０の操作信号及びＶＳ－Ｃ８０からの制御信号のイ
ンターフェイス部分である操作制御信号入出力部４０５、４１５と、音声、画像、バッフ
ァデータ（画像）、バッファデータ（音声）のＲＡＮ２００及びＧＧＳＮ７０とのインタ
ーフェイス部分であるバッファ（画像）信号入出力部４０６、４１６と、バッファ（音声
）信号入出力部４０７、４１７と、音声信号入出力部４０８、４１８と、画像信号入出力
部４０９、４１９と、ＶＳ－Ｃ８０からのＲＡＢ制御信号を受信してＲＡＮ２００に対し
てＲＡＢの確立・開放を制御する機能を有するＲＡＢ制御信号処理部４１０と、携帯電話
機１０からの当該サービス要求を判断する機能を有するサービス内容処理部４２０と、Ｈ
ＬＲ５０及びＤＮＳ６０へ加入者情報を問い合わせる機能を有する加入者情報処理部４１
１と、ＶＳ－Ｃ８０からのＲＡＢ制御信号（専用線）のインターフェイスであるＲＡＢ制
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御信号入出力部４１２と、ＨＬＲ５０及びＤＮＳ６０への加入者情報問い合わせのインタ
ーフェイスであるＤＮＳ入出力部４１３と、加入者情報入出力部４１４とで構成される。
【００４０】
　これらの構成により、ＲＡＮ制御装置４０は、携帯電話機１０から本サービスの要求が
あった場合に、ＨＬＲ５０に記憶情報として登録されている加入者情報を呼び出すととも
に、当該加入者用の認証パラメータを使用した演算を行い、携帯電話機１０との間の認証
行為を行うようにＨＬＲ５０に対して認証要求を行う機能を有する。また、認証結果が合
致していた場合には、当該加入者のInternational Mobile Subscriber Identity（以下、
「ＩＭＳＩ」という）用に割り当てられたＶＳ－Ｃ８０のＩＰアドレスを解決するため、
ＤＮＳ６０に対して当該加入者のＩＭＳＩを送信し、当該加入者用のＶＳ－Ｃ８０のＩＰ
アドレスを入手する機能を有する。また、解決されたＶＳ－Ｃ８０へアクセスするため、
ＧＧＳＮ７０へ当該ＩＰアドレスを送信して接続要求を行うとともに、当該加入者のＩＭ
ＳＩを併せて送信する機能を有する。さらに、ＶＳ－Ｃ８０からのＲＡＢ確立及び開放の
制御信号をＧＧＳＮ７０経由で受信した際に、ＲＡＮ２００に対して音声、画像、バッフ
ァ用ＲＡＢの確立及び開放制御を行う機能を有する。
【００４１】
　ＨＬＲ５０は、図５に示すように、ＲＡＮ制御装置４０との加入者情報及び認証情報の
インターフェイス部分である加入者情報入出力部５０１と、加入者情報として当該加入者
のＩＭＳＩ、及びＩＭＳＩに紐付けられた当該加入者用の認証Parameterが記憶情報とし
て登録されている記憶装置５０２と、当該ＩＭＳＩの認証演算を行う認証演算処理部５０
３と、ＲＡＮ制御装置４０からの制御により、記憶装置５０２から加入者情報を検索する
機能、及び認証演算処理部５０３に対して認証演算を制御する機能を有する加入者情報処
理部５０４とで構成される。
【００４２】
　これらの構成により、ＨＬＲ５０は、ＲＡＮ制御装置４０から認証要求があった場合、
記憶情報から当該ＩＭＳＩと、当該ＩＭＳＩに対応する認証Parameterを検索し、携帯電
話機１０に対し認証Parameterを送信して認証要求を行うとともに、携帯電話機１０が行
った認証演算結果を受信し、ＨＬＲ５０自身が行った演算結果と合致するか否かの判定を
行う機能を有する。
【００４３】
　ＤＮＳ６０は、図６に示すように、ＲＡＮ制御装置４０とのＤＮＳ情報のインターフェ
イス部分であるＤＮＳ入出力部６０１と、当該加入者のＩＭＳＩ、及びＩＭＳＩに紐付け
られたＶＳ－Ｃ８０のＩＰアドレスが登録されている記憶装置６０２と、ＲＡＮ制御装置
４０からの制御により、記憶装置６０２から当該ＶＳ－Ｃ８０のＩＰアドレスを検索する
機能を有するＤＮＳ情報処理部６０３とで構成される。
【００４４】
　これらの構成により、ＤＮＳ６０は、ＲＡＮ制御装置４０からＶＳ－Ｃ８０のＩＰアド
レスの解決要求があった場合、記憶情報から当該ＶＳ－Ｃ８０のＩＰアドレスを検索し、
ＲＡＮ制御装置４０に送信する機能を有する。
【００４５】
　ＧＧＳＮ７０は、図７に示すように、操作制御信号、バッファ（画像）信号、バッファ
（音声）信号、音声信号、画像信号のインターフェイス部分である操作制御信号入出力部
７０１、７０６と、バッファ（画像）信号入出力部７０２、７０７と、バッファ（音声）
信号入出力部７０３、７０８と、音声信号入出力部７０４、７０９と、画像信号入出力部
７０５、７１０と、ＲＡＮ制御装置４０から受信したＩＰアドレスに基づき、ゲートウェ
イに対して接続要求を行う機能を有するＩＰアドレス処理部７１１と、指示されたＶＳ－
Ｃ８０のＩＰアドレスへ接続を行う機能と、音声や画像各々の信号をインターネット網へ
接続するため、データの変換を行う機能を有するゲートウェイ７１２とで構成される。
【００４６】
　これらの構成により、ＧＧＳＮ７０は、当該ＶＳ－Ｃ８０への接続及びＷ－ＣＤＭＡ網
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とインターネット網とのデータ変換を行う機能を有する。
【００４７】
　ＶＳ－Ｃ８０は、図８に示すように、操作制御信号、バッファ（画像）信号、バッファ
（音声）信号、音声信号、画像信号のインターフェイス部分である操作制御信号入出力部
８０９と、バッファ（画像）信号入出力部８０１、８０５と、バッファ（音声）信号入出
力部８０２、８０６と、音声信号入出力部８０３、８０７と、画像信号入出力部８０４、
８０８と、携帯電話機１０からの操作信号により、ＲＡＢの確立・開放を制御する機能と
、ＶＳ－Ｒ９０の記録動作開始・停止・一時停止等を制御する機能と、当該ＩＭＳＩのサ
ービス加入状況を検索する機能と、ズーム処理を制御する機能とを有する操作制御信号処
理部８１５と、操作制御信号処理部８１５経由での携帯電話機１０のズーム操作による操
作制御信号に従い、画像のズーム処理を行うズーム処理部８１７、８１８と、ＩＭＳＩ及
びＩＭＳＩに紐付けされた当該加入者のサービス加入状況、及び加入者が要求する品質を
に対応する無線ＲＡＢの伝送速度をマトリックスとして記憶情報に登録された記憶装置８
１０と、当該ＶＳ－Ｃ８０に接続された複数のＶＳ－Ｒ９０の中から空き記憶容量が十分
であるＶＳ－Ｒ９０を検索する機能と、当該ＶＳ－Ｒ９０への接続を制御する機能と、記
憶装置８１０の記憶情報から当該加入者のサービス加入状況を検索する機能とを有する接
続動作制御部８１１と、接続動作制御部８１１からの制御に従い、空き容量の十分なＶＳ
－Ｒ９０への接続を行う接続動作部８１６と、ＶＳ－Ｒ９０への接続制御信号のインター
フェイス部分である接続動作制御信号入出力部８１２と、ＶＳ－Ｒへの記録動作制御信号
のインターフェイス部分である記録動作制御信号入出力部８１４と、ＲＡＮ制御装置４０
への専用制御線のインターフェイスであるＲＡＢ制御信号入出力部８１３とで構成される
。
【００４８】
　これらの構成により、ＶＳ－Ｃ８０は、第１に加入者の識別を行う機能を有する。具体
的には、当該加入者のＩＭＳＩと、既に当該加入者が本サービスを契約しているか、及び
契約していればそのサービス内容をサービステーブルとして記憶しており、ＲＡＮ制御装
置４０からの接続要求と、該当加入者のＩＭＳＩを受信すると、第１に、当該ＩＭＳＩが
既契約者であるか否かを記憶情報から検索して判断する機能を有する。既契約者であれば
、予めＶＳ－Ｃ８０に開設されている契約者用のホームページの中から、サービス内容に
適したメニュー画面を携帯電話機１０へ送信する。当該ＩＭＳＩの加入者が未契約者であ
った場合には、予めＶＳ－Ｃ８０に開設されている未契約者用のホームページの中から新
規登録メニューを携帯電話機１０に送信する機能を有する。さらに、該当加入者が本サー
ビス未契約者で、新規登録メニューから契約を希望した場合には、記憶しているサービス
テーブルに新規登録し、以後既契約者のホームページへのアクセスを許容する機能を有す
る。
【００４９】
　ＶＳ－Ｃ８０は、第２に、ＣＮ２００に対してＲＡＢ確立及び開放を制御する機能を有
する。具体的には、制御用ＲＡＢを介して携帯電話機１０から送信される操作信号を、Ｖ
Ｓ－Ｃ８０内部の操作制御信号処理部８１５により判断し、携帯電話機１０の操作に必要
とされる音声、画像、バッファ用ＲＡＢの確立及び開放指示をＲＡＮ制御装置４０に対し
て行う機能を有する。
【００５０】
　ＶＳ－Ｃ８０は、第３に、ＶＳ－Ｒ９０の監視、及びＶＳ－Ｒ９０と接続する機能を有
する。具体的には、ＶＳ－Ｃ８０は、定期的にＶＳ－Ｒの動作状況、及び録画記録のため
の記憶領域スペースの監視を行い、当該加入者から本サービスの要求があった場合には、
要求された録画時間の記録が可能な空き記憶容量を有するＶＳ－Ｒ９０を判断し、これに
接続する機能を有する。
【００５１】
　ＶＳ－Ｃ８０は、第４に、ＶＳ－Ｒ９０の録画動作を制御する機能を有する。具体的に
は、制御用ＲＡＢを介して携帯電話機１０から送信される操作信号を、ＶＳ－Ｃ８０内部
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の操作制御信号処理部８１５により判断し、ＶＳ－Ｒ９０の録画開始、一時停止、停止等
の動作の制御を行う機能を有する。
【００５２】
　ＶＳ－Ｒ９０は、図９に示すように、ＶＳ－Ｃ８０からの記録動作制御信号、及び接続
動作制御信号のインターフェイス部分である記録動作制御信号入出力部９０１と、接続動
作制御信号入出力部９０２と、バッファ（画像）信号、バッファ（音声）信号、音声信号
、画像信号のインターフェイス部分であるバッファ（画像）信号入出力部９０７と、バッ
ファ（音声）信号入出力部９０８と、音声信号入出力部９０９と、画像信号入出力部９１
０と、バッファ（画像）信号及びバッファ（音声）信号を一時的に保管する一時記憶装置
９０５と、音声信号及び画像信号を記録する主記憶装置９０６と、バッファの音声と画像
データを主記憶装置にマージする機能を有する画像補正処理部９０４と、ＶＳ－Ｃ８０か
らの記録動作制御信号により、一時記憶装置９０５及び主記憶装置９０６の記録動作を制
御する機能、及び画像補正処理部９０４を制御する機能を有する記憶装置制御部９０３と
で構成される。
【００５３】
　これらの構成により、ＶＳ－Ｒ９０は、ＶＳ－Ｃ８０からの制御により、録画開始、一
時停止、停止のタイミングに合わせて一時記憶装置９０５及び主記憶装置９０６への記録
動作を行う機能を有する。また、一時記憶装置９０５に記憶した音声と画像のバッファデ
ータを主記憶装置９０６へマージし、撮影開始直後のＲＡＢ確立までの間及び無線品質劣
化時等の画像修整を行う機能を有する。
【００５４】
　インターネット網１００は、ＧＧＳＮ７０と、ＶＳ－Ｃ８０と、ＰＣ（パーソナルコン
ピュータ）４００とをインターネット接続する。
【００５５】
　ＰＣ４００は、インターネット接続可能なパーソナルコンピュータであり、クライアン
トソフトによりＶＳ－Ｃ８０へインターネット網１００を介して接続する機能を有する。
これにより、ＶＳ－Ｒ９０へ録画した画像を後日ダウンロード、もしくは閲覧することが
可能である。
【００５６】
　次に、図１０～図１４のフローチャートを参照しながら、上記構成を有するビデオサー
ビスシステムの全体の動作について詳細に説明する。
【００５７】
　まず、加入者が携帯電話機１０により本サービスを要求してから、サービス開始状態と
なるまでの動作について、図１０を参照しながら説明する。
【００５８】
　携帯電話機１０から発信要求（Ｓ１０１）を行うと、ＲＡＮ２００で制御用ＲＡＢのみ
を確立する（Ｓ１０２）。次に、ＲＡＮ２００は、ＣＮ３００に対して携帯電話機１０の
認証を要求し（Ｓ１０３）、ＣＮ３００は認証行為を行い（Ｓ１０４）、携帯電話機１０
からの認証演算結果と、ＨＬＲ５０の行った認証演算結果が合致しなければそのまま終了
となる（Ｓ１０５）。
【００５９】
　一方、認証結果が一致した場合には、ＤＮＳ６０でＧＧＳＮ７０のＩＰアドレスの解決
を行い（Ｓ１０６）、ＶＳ－Ｃ８０と接続する。ＶＳ－Ｃ８０では、記憶情報として保持
している加入者の契約情報から、当該ＩＭＳＩの加入者が既にサービスの契約をしている
か、また、契約していればそのサービス内容を検索する（Ｓ１０７）。当該加入者が未契
約であった場合には、新規加入用のＷｅｂページを送信し、このページが携帯電話機１０
に表示される（Ｓ１０９、Ｓ１１０）。当該加入者が本サービスへの加入を望まない場合
には、そのまま終了となる（Ｓ１１１）。
【００６０】
　当該加入者が本サービスへの契約を希望した場合、あるいは既契約者であった場合には
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、サービスメニュー画面が携帯電話機１０に表示され（Ｓ１１２）、当該加入者が録画時
間や画質等のメニューを選択すると（Ｓ１１３）、ＶＳ－Ｃ８０は、選択されたメニュー
の情報を記録するに十分な記憶装置の空容量を有するＶＳ－Ｒ９０を検索し（Ｓ１１４）
、検索にヒットしたＶＳ－Ｒ９０と接続する（Ｓ１１５）。この時点で、携帯電話機１０
は、撮影開始可能な状態にあり、以後サービス開始となる（Ｓ１１６）。尚、この時点で
ＲＡＢは、制御用の１本のみである。
【００６１】
　次に、携帯電話機１０での撮影開始直後の動作について、図１１を参照しながら説明す
る。
【００６２】
　当該加入者が携帯電話機１０で撮影開始動作を行うと（Ｓ２０１）、制御用ＲＡＢを介
してＶＳ－Ｃ８０へ制御信号が伝達される。また、これと同時に、携帯電話機１０は、音
声用及び画像用ＲＡＢが確立されてデータ送信可能となるまでの間のデータを保存するた
め、内部動作としてバッファ機能をＯＮとする（Ｓ２０３）。
【００６３】
　ＶＳ－Ｃ８０は、制御用ＲＡＢ経由で制御信号を受信することによって撮影開始を検出
し（Ｓ２０２）、加入者の要求する画像及び音声品質に必要な伝送速度を図８の記憶装置
８１０から検索し、ＣＮ３００に対して音声用及び画像用のＲＡＢ確立の指示を行う（Ｓ
２０４）。ＣＮ３００は、同じく、ＲＡＮ２００に対して音声用及び画像用のＲＡＢ確立
の指示を行い（Ｓ２０５）、ＲＡＮ２００と携帯電話機１０との間に音声用及び画像用の
ＲＡＢが確立される（Ｓ２０６、Ｓ２０７）。尚、この時点でＲＡＢはリアルタイム撮影
中の音声・画像用及び制御用の３本である。
【００６４】
　これとともに、携帯電話機１０は、音声及び画像データの送信を開始する（Ｓ２０８）
とともに、バッファ機能をＯＦＦする（Ｓ２１２）とともに、制御用ＲＡＢを介してバッ
ファ機能ＯＦＦをＶＳ－Ｃ８０へ通知する。ＶＳ－Ｃ８０では、撮影データの送信開始を
検出し（Ｓ２０９）、ＶＳ－Ｒ９０へ記録開始の指示を行うことにより、ＶＳ－Ｒ９０で
の主記憶装置へリアルタイムで撮影中の画像及び音声の記録が開始される（Ｓ２１０）。
【００６５】
　また、ＶＳ－Ｃ８０は、携帯電話機１０がバッファ機能ＯＦＦとなったことを制御用Ｒ
ＡＢを介して検出し（Ｓ２１１）、ＣＮ３００に対し、バッファに蓄えられた音声及び画
像データを送信するための音声及び画像バッファ用ＲＡＢ確立の指示を行う（Ｓ２１３）
。ＣＮ３００は、同じく、ＲＡＮ２００に対して音声及び画像バッファ用ＲＡＢ確立の指
示を行い（Ｓ２１４）、ＲＡＮ２００と携帯電話機１０との間に音声及び画像バッファ用
のＲＡＢが確立される（Ｓ２１５及びＳ２１６）。尚、この時点でＲＡＢは、５本確立さ
れており、２本はリアルタイムに撮影している音声及び画像送信用、他の２本はバッファ
に蓄えられた音声及び画像送信用、その他の１本は制御信号の通信用であり、すべてのＲ
ＡＢに対して平行した処理が行われる。
【００６６】
　次に、携帯電話機１０は、バッファに蓄えられた音声及び画像データの送信を開始し（
Ｓ２１７）、ＶＳ－Ｃ８０は、バッファデータの送信開始を検出する（Ｓ２１８）と、Ｖ
Ｓ－Ｒ９０へ記録開始の指示を行うことにより、ＶＳ－Ｒ９０での副記憶装置へバッファ
に蓄えられていた音声及び画像データの記録が開始される（Ｓ２１９）。携帯電話機１０
がバッファ内のデータをすべて送信し終わると（Ｓ２２０）、ＶＳ－Ｃ８０でバッファデ
ータ送信終了を検出し（Ｓ２２１）、ＶＳ－Ｒ９０へバッファデータ記録終了の指示を行
い、ＶＳ－Ｒ９０の副記憶装置への記録が停止される（Ｓ２２２）。
【００６７】
　また、ＶＳ－Ｃ８０は、ＣＮ３００に対して、音声及び画像バッファ用ＲＡＢ開放の指
示を行う（Ｓ２２３）。ＣＮ３００は、同じく、ＲＡＮ２００に対して音声及び画像バッ
ファ用ＲＡＢ開放の指示を行い（Ｓ２２４）、ＲＡＮ２００と携帯電話機１０との間に音
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声及び画像バッファ用のＲＡＢが開放される（Ｓ２２５及びＳ２２６）。尚。この時点で
、ＲＡＢはリアルタイム撮影中の音声・画像用及び制御用の３本となる。加入者は、バッ
ファ送信の有無には感知せず、引き続き撮影を続行中である（Ｓ２２７）。
【００６８】
　次に、携帯電話機１０から撮影を一時停止及び再開した場合の動作について、図１２を
参照しながら説明する。
【００６９】
　携帯電話機１０で一時停止操作を行うと（Ｓ３０１）、制御用ＲＡＢを介してＶＳ－Ｃ
８０へ通知され、ＶＳ－Ｃ８０は、撮影一時停止を検出する（Ｓ３０２）とともに、ＶＳ
－Ｃ８０は、ＶＳ－Ｒ９０の主記憶装置への記録停止を指示し、これにより、ＶＳ－Ｒ９
０での主記憶装置への記録が停止される（Ｓ３０３）。また、ＶＳ－Ｃ８０は、ＣＮ３０
０に対して、リアルタイムで記録用の音声及び画像用ＲＡＢ開放の指示を行う（Ｓ３０４
）。ＣＮ３００は、同じく、ＲＡＮ２００に対してリアルタイム記録用の音声及び画像用
ＲＡＢ開放の指示を行い（Ｓ３０５）、ＲＡＮ２００と携帯電話機１０との間のリアルタ
イムでの記録用の音声及び画像用ＲＡＢが開放される（Ｓ３０６及びＳ３０７）。尚、こ
の時点で、ＲＡＢは制御用の１本のみである。
【００７０】
　携帯電話機１０から撮影再開の操作を行うと（Ｓ３０８）、制御用ＲＡＢを介してＶＳ
－Ｃ８０に撮影再開を通知するとともに、音声用及び画像用ＲＡＢが確立され、データ送
信可能となるまでの間のデータを保存するため、内部動作としてバッファ機能をＯＮとす
る（Ｓ３１０）。ＶＳ－Ｃ８０は、制御用ＲＡＢ経由で制御信号を受信することにより撮
影再開を検出し（Ｓ３０９）、ＣＮ３００に対して音声用及び画像用のＲＡＢ確立の指示
を行う（Ｓ３１１）。ＣＮ３００は、同じく、ＲＡＮ２００に対して音声用及び画像用の
ＲＡＢ確立の指示を行い（Ｓ３１２）、ＲＡＮ２００と携帯電話機１０との間に音声用及
び画像用のＲＡＢが確立される（Ｓ３１３及びＳ３１４）。尚、この時点で、ＲＡＢはリ
アルタイム撮影中の音声・画像用及び制御用の３本である。
【００７１】
　これとともに、携帯電話機１０は音声及び画像データの送信を開始する（Ｓ３１５）と
ともに、バッファ機能をＯＦＦし（Ｓ３１８）、制御用ＲＡＢを介してバッファ機能ＯＦ
ＦをＶＳ－Ｃ８０へ通知する。
【００７２】
　ＶＳ－Ｃ８０では、撮影データの送信開始を検出し（Ｓ３１６）、ＶＳ－Ｒ９０へ記録
開始の指示を行うことにより、ＶＳ－Ｒ９０での主記憶装置へリアルタイムで撮影中の画
像及び音声の記録が開始される（Ｓ３１７）。また、ＶＳ－Ｃ８０は、携帯電話機１０が
バッファ機能ＯＦＦとなったことを制御用ＲＡＢを介して検出し（Ｓ３１９）、ＣＮ３０
０に対して、バッファに蓄えられた音声及び画像データを送信するための音声及び画像バ
ッファ用ＲＡＢ確立の指示を行う（Ｓ３２０）。
【００７３】
　ＣＮ３００は、同じく、ＲＡＮ２００に対して音声及び画像バッファ用ＲＡＢ確立の指
示を行い（Ｓ３２１）、ＲＡＮ２００と携帯電話機１０との間に音声及び画像バッファ用
のＲＡＢが確立される（Ｓ３２２及びＳ３２３）。尚、この時点でＲＡＢは５本確立され
ており、２本はリアルタイムに撮影している音声及び画像送信用、他の２本はバッファに
蓄えられた音声及び画像送信用、その他の１本は制御信号の通信用であり、すべてのＲＡ
Ｂに対して平行した処理が行われる。
【００７４】
　次に、携帯電話機１０は、バッファに蓄えられた音声及び画像データの送信を開始し（
Ｓ３２４）、ＶＳ－Ｃ８０はバッファデータの送信開始を検出する（Ｓ３２５）と、ＶＳ
－Ｒ９０へ記録開始の指示を行うことにより、ＶＳ－Ｒ９０での副記憶装置へバッファに
蓄えられていた音声及び画像データの記録が開始される（Ｓ３２６）。携帯電話機１０が
バッファ内のデータをすべて送信し終わると（Ｓ３２７）、ＶＳ－Ｃ８０でバッファデー
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タ送信終了を検出し（Ｓ３２８）、ＶＳ－Ｒ９０へバッファデータ記録終了の指示を行い
、ＶＳ－Ｒの副記憶装置への記録が停止される（Ｓ３２９）。
【００７５】
　次に、携帯電話機１０から撮影終了（サービス終了）の操作を行った場合の動作につい
て、図１３を参照しながら説明する。
【００７６】
　携帯電話機１０から撮影終了の操作をすると（Ｓ４０１）、制御用ＲＡＢを介してＶＳ
－Ｃに撮影終了を通知することにより、ＶＳ－Ｃ８０は撮影終了を検出し（Ｓ４０２）、
ＶＳ－Ｃ８０は、ＶＳ－Ｒ９０へ主記憶装置の停止指示を行い、ＶＳ－Ｒの主記憶装置へ
の記録が停止される（Ｓ４０３）。また、ＶＳ－Ｃ８０は、ＣＮ３００に対して、リアル
タイムで記録用の音声及び画像用ＲＡＢ開放の指示を行う（Ｓ４０４）。ＣＮ３００は、
同じく、ＲＡＮ２００に対してリアルタイム記録用の音声及び画像用ＲＡＢ開放の指示を
行い（Ｓ４０５）、ＲＡＮ２００と携帯電話機１０との間のリアルタイムで記録用の音声
及び画像用ＲＡＢが開放される（Ｓ４０６及びＳ４０７）。尚、この時点で、ＲＡＢは制
御用の１本のみである。
【００７７】
　バッファ用ＲＡＢを使用していた場合には、同様に、ＶＳ－Ｃ８０は、ＣＮ３００に対
して、音声及び画像バッファ用ＲＡＢ開放の指示を行う（Ｓ４０８）。ＣＮ３００は、同
じく、ＲＡＮ２００に対して音声及び画像バッファ用ＲＡＢ開放の指示を行い（Ｓ４０９
）、ＲＡＮ２００と携帯電話機１０との間に、音声及び画像バッファ用のＲＡＢが開放さ
れる（Ｓ４１０及びＳ４１１）。
【００７８】
　最後に、ＶＳ－Ｃ８０は、ＣＮ３００に対して制御用ＲＡＢ開放の指示を行う（Ｓ４１
２）。ＣＮ３００は、同じく、ＲＡＮ２００に対して制御用ＲＡＢ開放の指示を行い（Ｓ
４１３）、ＲＡＮ２００と携帯電話機１０との間の制御用のＲＡＢが開放される（Ｓ４１
４及びＳ４１５）。携帯電話機１０では、この時点でサービス終了となる（Ｓ４１６）。
ＶＳ－Ｃ８０は、制御用ＲＡＢの開放をもってサービス終了を検出し（Ｓ４１７）、副記
憶装置に記録されている、携帯電話機１０のバッファから送信されてきた音声及び画像バ
ッファデータを主記憶装置の当該時間の記録へ上書きし、撮影開始及び撮影再開直後のデ
ータを補完する（Ｓ４１８）。
【００７９】
　次に、撮影を終了した後日、パソコンからのインターネットアクセスにより記録した映
像をダウンロードする動作について、図１４を参照しながら説明する。
【００８０】
　ＰＣ４００からＶＳ－Ｃへ、インターネットを介してＷｅｂアクセスしてＩＤとパスワ
ードを入力し（Ｓ５０１）、ＶＳ－Ｃ８０での認証に成功すると（Ｓ５０２）、ＶＳ－Ｒ
９０への接続が可能となり（Ｓ５０３）、ＰＣ４００からデータをダウンロードし（Ｓ５
０４）、ＰＳ４００へデータを保管して終了（Ｓ５０５）する。ＶＳ－Ｃ８０での認証に
失敗した場合には、Ｓ５０１にて再度ＩＤとパスワードを入力する（Ｓ５０１）。
【００８１】
　以上の動作により、携帯電話機１０からの操作を制御用ＲＡＢを介してＶＳ－Ｃ８０へ
通知し、ＶＳ－Ｃ８０からＲＡＢの確立・開放制御を行うことにより、円滑なビデオ録画
サービスを提供する。また、不要なＲＡＢはその都度開放するため、Ｗ－ＣＤＭＡ網の無
線リソースの有効活用も実現することができる。
【００８２】
　次に、本発明の第２の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
【００８３】
　図１５に示すように、本実施の形態では、リアルタイムの撮影データをＶＳ－Ｒ９０に
記録するだけでなく、指定した携帯電話機５００に着信させる。この動作を、図１６のフ
ローチャートを参照しがら説明する。
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【００８４】
　Ｓ１０１からＳ１１２までは前記した通りの手順であるが、サービスメニューの中から
着信サービスを選択し（Ｓ１２０）、相手側の携帯電話機をＶＳ－Ｃ８０へ登録すること
により（Ｓ１２１）、ＶＳ－Ｒ９０への記録動作と同時に、任意の携帯電話機５００に対
して、リアルタイムで撮影中の音声及び動画データを転送可能とする。Ｓ１２１以降は、
前記したＳ１１３以降の手順へと継続される。
【００８５】
　着信側携帯電話機５００に対する動作は、図１７に示すように、Ｓ２０１からＳ２０９
は前記した通りの手順であるが、Ｓ２０９で携帯電話機１０からの送信開始を検出すると
、前記したＶＳ－Ｒ９０への記録を開始することに加え、携帯電話機５００との間に音声
及び画像用のＲＡＢを確立する（Ｓ２３０、Ｓ２３１、Ｓ２３２、Ｓ２３３）。これによ
りＲＡＢを確立すると、ＶＳ－Ｃ８０は、ＶＳ－Ｒ９０に記録する音声及び画像データを
携帯電話機５００に対しても送信し（Ｓ２３４）、携帯電話機５００で音声と画像を受信
する（Ｓ２３５）。
【００８６】
　また、前記したＳ３０１からＳ３０７で一時停止動作を行うと、携帯電話機５００との
間のＲＡＢも開放する（Ｓ３３０、Ｓ３３１、Ｓ３３２、Ｓ３３３）。撮影再開時は、再
びＳ２０１から動作を行う。これらの動作により、任意の携帯電話機５００に対して、必
要なＲＡＢのみを確立し、不要なＲＡＢをその都度開放しながらＷ－ＣＤＭＡ網の無線リ
ソースを有効活用しつつ、リアルタイムの撮影画像を受信させることが可能となる。但し
、携帯電話機５００では、携帯電話機１０からのバッファデータは処理できないため、リ
アルタイムの音声及び画像データのみが視聴可能である。
【００８７】
　次に、本発明の第３の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
【００８８】
　本実施の形態では、図１８に示すように、Ｓ１０１からＳ１１２までは前記した通りの
手順であるが、サービスメニューの中から録画予約を選択し（Ｓ１３０）、ＶＳ－Ｃ８０
へ当該加入者のＩＭＳＩと、予約したい時間帯の登録を行い（Ｓ１３１）、録画予約を終
了する（Ｓ１３２）。
【００８９】
　この予約登録を終え、後日予約した時間帯にサービスの要求を行った場合の動作につい
て、図１９を参照して説明する。
【００９０】
　Ｓ１０１からＳ１１６までは前記した通りの手順であるが、仮に、当該時間帯に他の加
入者が多数通信中であり、当該加入者のための無線リソースの不足をＣＮ３００が検出し
た場合には、ＶＳ－Ｃ８０へ当該加入者の予約の有無を確認する（Ｓ１４０）。ＶＳ－Ｃ
８０は、記憶している予約情報の中から、当該ＩＭＳＩの予約状況を検索し、予め予約登
録されている加入者であれば、他の予約登録のされていない任意のユーザーが通信してい
るＲＡＢを開放し、当該加入者のための無線リソースを確保し（Ｓ１４３）、サービスは
継続される。一方、Ｓ１４１で当該加入者の予約が確認できなかった場合には、サービス
提供せず終了となる（Ｓ１４２）。
【００９１】
　上記動作により、予め予約登録しておくことにより、予約をしていないユーザーに対し
て優位性を持つことができ、当該時間帯に無線リソースの不足によるサービスが使用でき
ない状況を避けることが可能となる。
【００９２】
　次に、本発明の第４の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００９３】
　本実施の形態では、図２０に示すように、携帯電話機１０は、制御用ＲＡＢのデータ誤
りを常に監視し、無線品質を監視しているが、撮影中に携帯電話機１０がＲＡＮ２００か
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らの下り無線品質の劣化を検出した場合（Ｓ２４０）には、携帯電話機１０からＲＡＮ２
００への上り無線品質も劣化しており、携帯電話機１０からの撮影中の音声及び画像デー
タがＲＡＮ２００へ届かない可能性が考えられる。そのため、携帯電話機１０は、バッフ
ァ機能をＯＮして無線品質劣化中の音声及び画像を一時的にバッファへ蓄える（Ｓ２０３
）。
【００９４】
　そして、無線品質の復旧を検出した場合（Ｓ２４１）には、バッファ機能をＯＦＦして
（Ｓ２１２）、以降は、前記したＳ２１１からＳ２２７の手順で無線品質劣化中の撮影デ
ータをバッファ用ＲＡＢによりＶＳ－Ｒ９０の副記憶装置へと記録する。これらの動作に
より、無線品質が劣化して携帯電話機１０とＲＡＮ２００の通信が途切れた場合の記録デ
ータを補完することが可能となる。
【００９５】
　次に、本発明の第５の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００９６】
　撮影中のズーム処理を行う場合、通常は、携帯電話機のレンズを駆動させてズーム画像
を撮影するが、本実施の形態において、携帯電話機１０はズーム処理時には画素数を４倍
に上げるだけで、実際のズーム処理は、サーバー側で行う形態をとっている。この動作は
、図２１に示すように、撮影中に携帯電話機１０でズーム撮影を開始すると（Ｓ６００）
、ズーム時の画質を確保するために画素数を通常の４倍に変更する（Ｓ６０２）。また、
ＶＳ－Ｃ８０は、制御用ＲＡＢを介した制御信号によりズーム処理を検出する（Ｓ６０１
）。携帯電話機１０の操作により撮影倍率を変更すると（Ｓ６０３）、ＶＳ－Ｃ８０は倍
率情報を検出し（Ｓ６０４）、倍率に応じた画像処理を行い（Ｓ６０５）、ＶＳ－Ｒ８０
の主記憶装置には、ズーム処理後の画像が記録される（Ｓ６０６）。
【００９７】
　また、携帯電話機１０は、レンズの駆動によるズーム処理は行わないが、ズーム倍率に
応じた撮影範囲枠を画面に表示することにより、当該加入者は、ズーム撮影時の撮影可能
範囲を認識できる。携帯電話機１０でズーム撮影を終了した場合には（Ｓ６０８）、画素
数を４倍から通常へ戻すとともに（Ｓ６１０）、ＶＳ－Ｃ８０は、制御信号によりズーム
撮影終了を検出する（Ｓ６０９）。
【００９８】
　これらの動作により、処理に負荷のかかる画像のズーム処理は、ＳＶ－Ｃ８０に実行さ
せ、携帯電話機１０では、画像の倍率を変えずにズーム倍率に応じた撮影範囲枠を表示さ
せるのみで、レンズ駆動にかかる電力消費を抑えながらズーム画像を撮影することが可能
となる。ズーム時の画面表示のイメージは、図２２の通りである。ズーム撮影していない
状態では、撮影範囲枠は表示されず（ａ）、ズーム撮影を開始すると、画像の倍率はその
ままで、撮影範囲枠が表示され、ズームの倍率に従って撮影範囲枠が大小に変化する（ｂ
、ｃ）。この場合、（ｂ）の方がズームの倍率は小さく、（ｃ）の方が倍率が高い。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】本発明にかかるビデオサービスシステムの第１の実施の形態の構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】図１のビデオサービスシステムの携帯電話機１０の構成を示すブロック図である
。
【図３】図１のビデオサービスシステムのＲＡＮ２００の構成を示すブロック図である。
【図４】図１のビデオサービスシステムのＲＡＮ制御装置４０の構成を示すブロック図で
ある。
【図５】図１のビデオサービスシステムのＨＬＲ５０の構成を示すブロック図である。
【図６】図１のビデオサービスシステムのＤＮＳ６０の構成を示すブロック図である。
【図７】図１のビデオサービスシステムのＧＧＳＮ７０の構成を示すブロック図である。
【図８】図１のビデオサービスシステムのＶＳ－Ｃ８０の構成を示すブロック図である。
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【図９】図１のビデオサービスシステムのＶＳ－Ｒ９０の構成を示すブロック図である。
【図１０】図１のビデオサービスシステムのサービス開始までの動作を示すフローチャー
トである。
【図１１】図１のビデオサービスシステムの撮影開始後の動作を示すフローチャートであ
る。
【図１２】図１のビデオサービスシステムの撮影一時停止及び撮影再開時の動作を示すフ
ローチャートである。
【図１３】図１のビデオサービスシステムの撮影終了時の動作を示すフローチャートであ
る。
【図１４】図１のビデオサービスシステムの撮影終了後のインターネットでのダウンロー
ドの動作を示すフローチャートである。
【図１５】本発明にかかるビデオサービスシステムの第２の実施の形態の構成を示すブロ
ック図である。
【図１６】図１５のビデオサービスシステムのサービス開始までの動作を示すフローチャ
ートである。
【図１７】図１５のビデオサービスシステムの撮影開始直後の動作を示すフローチャート
である。
【図１８】本発明にかかるビデオサービスシステムの第３の実施の形態のサービス開始前
の動作を示すフローチャートである。
【図１９】本発明にかかるビデオサービスシステムの第３の実施の形態のサービス開始前
の動作を示すフローチャートである。
【図２０】本発明にかかるビデオサービスシステムの第４の実施の形態のサービス開始ま
での動作を示すフローチャートである。
【図２１】本発明にかかるビデオサービスシステムの第５の実施の形態の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図２２】本発明にかかるビデオサービスシステムの第５の実施の形態の動作を示すイメ
ージ図である。
【符号の説明】
【０１００】
１０、５００　携帯電話機
２０　無線基地局（Ｎｏｄｅ－Ｂ）
３０　無線基地局制御装置（ＲＮＣ）
４０　ＲＡＮ　制御装置
５０　加入者情報登録装置（ＨＬＲ）
６０　ＩＰアドレス解決装置（ＤＮＳ）
７０　インターネット接続ＧＷ（ＧＧＳＮ）
８０　制御用ビデオサーバー（ＶＳ－Ｃ）
９０　記録用ビデオサーバー（ＶＳ－Ｒ）
１００　インターネット網
２００　Radio Access Network（ＲＡＮ）
３００　Core Network（ＣＮ）
４００　パーソナルコンピュータ
１０１～１１７　携帯電話機１０の構成要素
２０１～２１１　ＲＡＮ２００の構成要素
４０１～４２０　ＲＡＮ制御装置４０の構成要素
５０１～５０４　ＨＬＲ５０の構成要素
６０１～６０３　ＤＮＳ６０の構成要素
７０１～７１２　ＧＧＳＮ７０の構成要素
８０１～８１８　ＶＳ－Ｃ８０の構成要素
９０１～９１０　ＶＳ－Ｒ９０の構成要素
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Ｓ１０１～Ｓ１１６　第１の発明の各ステップ
Ｓ２０１～Ｓ２２７　第１の発明の各ステップ
Ｓ３０１～Ｓ３２９　第１の発明の各ステップ
Ｓ４０１～Ｓ４１８　第１の発明の各ステップ
Ｓ５０１～Ｓ５０５　第１の発明の各ステップ
Ｓ１２０～Ｓ１２１　第２の発明の各ステップ
Ｓ２３０～Ｓ２３５　第２の発明の各ステップ
Ｓ３３０～Ｓ３３３　第２の発明の各ステップ
Ｓ１３０～Ｓ１３２　第３の発明の各ステップ
Ｓ１４０～Ｓ１４３　第３の発明の各ステップ
Ｓ２４０～Ｓ２４１　第４の発明の各ステップ
Ｓ６００～Ｓ６１０　第５の発明の各ステップ

【図１】 【図２】
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